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ちゆうでん まうえ’ちへいせん

月はじめ時、五時ころ

重O日前後は売時如分ころ

切目前後は重9時的分ころ
月まつは 重9時ころ

東の中天(頭の真上と塊平線のほぼ

中間)には、春の星座といわれるしし座が

勢いよく昇ってきました。

獅子の頭から胸にかけての部分を示す

「?」を裏返したところには、心臓を表

わす1等星のレクルスがあります。
レ.クルスは21個ある1等星のうちで

‾番暗い星ですが、それでも、太陽の
宣30倍も強い光を出しています。

しし座の下には春の代表的な星座であ

るおとめ座が昇ってきました。

西の星空

おうし座の牛が2本の角をまっすぐ上に

向けている姿がとても目立ちます。

その雄牛を追っているようなオリ

オン座や、将棋の駒のような形のぎょ

しや座など冬の星座たちも、まだ

宵の西空に残っています。

「ぎょしや」は漢字では「御者」とか

「叔者」と書き、馬車を走らせる人です。

この星座で目立つのは黄色味をし

た1等星のカペラです。

また、おうし座には0.5等から0.9等の火

星がいて、26日ごろにふたご座に入ります。

さらに、図には書けませんが、日がくれて

間もないころから9時ころまでには、うお

座に一4等の金星と-2.1等の木星がいます。

その金星が16日におひつじ座に移り、

月末には天王星と並んで見えます。
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